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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリフェニルスルホンと、スルホニル基を含有するポリエーテルイミドと、ポリシロキ
サン界面活性剤とを含み、
　前記ポリエーテルイミドが、約５重量％～約３０重量％の量で存在し、
　前記ポリシロキサン界面活性剤が、約０．０１重量％～約０．１重量％の量で存在する
、可撓性中間転写部材。
【請求項２】
　電気的特性を調節する材料をさらに含む、請求項１に記載の可撓性中間転写部材。
【請求項３】
　前記ポリフェニルスルホンが、約５０重量％～約８５重量％の量で存在する、請求項１
又は２に記載の可撓性中間転写部材。
【請求項４】
　前記電気的特性を調節する材料がカーボンブラックを含む、請求項２に記載の可撓性中
間転写部材。
【請求項５】
　前記電気的特性を調節する材料が、約１５重量％～約２５重量％の量で存在する、請求
項２又は４に記載の可撓性中間転写部材。
【請求項６】
　前記ポリエーテルイミドが、約１０重量％の量で存在する、請求項１～５のいずれか１
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項に記載の可撓性中間転写部材。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の中間転写部材を含む画像形成デバイス。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　電子写真画像形成デバイスに使用するための新規な可撓性部材組成物、例えば中間転写
ベルト（ＩＴＢ）、例えば環状本体を有するエンドレスベルトが提供される。画像形成デ
バイスは、記録媒体上に固着されたトナー画像を生じる。
【背景技術】
【０００２】
　カラー画像を形成する画像形成装置では、個々の異なる色のトナー画像が互いに重ね合
わされるので、エンドレスベルトは、最終的な複合カラー画像を構築する際に順に適用さ
れるまたは受容される異なる色のトナー画像を運ぶユニットとして使用できる。エンドレ
スベルトはまた、異なる色のトナー画像を順に受容する記録媒体に転写するためのユニッ
トとしても使用できる。
【０００３】
　エンドレス可撓性ベルトは、モールド、マンドレル、またはフォーム上にまたはこれら
に付着したフィルムを生じさせることによって製造できる。フィルム形成溶液または組成
物は、例えば浸漬、噴霧、フローコーティングまたはその他の既知の方法によってフォー
ムに適用され、溶液または組成物は、中空フォーム、例えば円筒状フォームの内壁にわた
って遠心分離を行うことによって薄膜を形成するように分散または分配できる。
【発明の概要】
【０００４】
　本明細書に開示される態様によれば、電子写真に使用するための可撓性部材、例えば可
撓性画像転写部材、例えば中間転写ベルト（ＩＴＢ）を製造するためのフィルム形成組成
物が提供され、ここでこの部材を形成するためのコーティング溶液は、ポリフェニルスル
ホンおよびポリエーテルイミドを含む。
【０００５】
　実施形態は、可撓性画像転写部材、例えば中間転写ベルト（ＩＴＢ）を製造するための
フィルム形成組成物、例えばコーティング溶液を含み、この組成物が場合によりポリシロ
キサン界面活性剤を含む。
【０００６】
　別の開示される実施形態は、ポリフェニルスルホンおよびポリエーテルイミド、および
場合によりポリシロキサン界面活性剤を含むフィルムを含む画像形成または印刷デバイス
を含む。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　本明細書で使用される場合、用語「電子写真」、またはこれらの文法上の変形は、用語
「乾式電子写真」と交換可能に使用される。一部の実施形態において、例えばカラー画像
を形成する場合、画像の個々の色は順に適用されることが多い。故に、「部分画像」は、
最終的または複合的なカラ―画像を得るために最後の色を適用する前の１つ以上の色を含
む画像である。「可撓性」とは、例えばローラーを用いて操作し、使用するのに適合性で
あり、ローラーと共に使用される、例えばベルト、ウェブ、フィルムなどにおいて観察さ
れるような、容易な変形能を示すことを意味する。
【０００８】
　本開示の趣旨上、「約」は、記載された値または中間値の２０％以下の偏差を示すこと
を意味する。他の等価な用語としては、「実質的」および「本質的」、またはこれらの文
法上の形式が挙げられる。
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【０００９】
　可撓性部材は、中間転写部材、例えば中間転写ベルト（ＩＴＢ）、フューザーベルト、
圧力ベルト、輸液ベルト、輸送ベルト、現像剤ベルトなどを含むことができる。こうした
部材は、単一層、または複数層、例えば支持体層、および１つ以上の特定機能を有する層
を含むことができる。
【００１０】
　中間転写部材はまた、カラーシステムおよびその他のマルチ画像形成システムに有用で
ある。マルチ画像形成システムにおいて、複数の画像が現像される、すなわち一連の部分
画像が現像される。各画像は、感光体上に形成され、個々のステーションで現像され、中
間転写部材に転写される。各画像は、感光体上に形成され、順に現像され、次いで中間転
写部材に転写されてもよく、または各画像は、感光体上に形成され、中間転写部材に移さ
れて現像され、転写されてもよい。
【００１１】
　高品質の画像転写を得るために、すなわち画像ずれを最小限にするために、転写部材の
駆動中の撹乱による変位を、支持体または基材の厚さを、例えば約５０μｍに制限するこ
とによって低減できる。故に、基材または支持体の厚さは、約５０μｍ～約１５０μｍま
たは７０μｍ～約１００μｍであることができる。
【００１２】
　本開示において、対象とする基材、フィルム、部材または層は、画像形成デバイスの可
撓性部材に使用するのに好適なポリフェニルスルホンおよびポリエーテルイミドを含む。
【００１３】
　好適なポリフェニルスルホンは、Ｔｇまたは約２２０℃を有するものである。また、浸
漬コーティング、フローコーティング、噴霧コーティングなどのように、画像形成分野に
おいて使用するための成型された部材を迅速に適用および調製するために使用するのに好
適な溶媒、例えばＮ－メチル－ピロリドン、ジメチルホルムアミド、テトラヒドロフラン
、ジメチルアセトアミド、スルホランなどに可溶性のものは、本開示の実施に有用である
。こうしたポリフェニルスルホンの市販例は、ＲＡＤＥＬ（登録商標）ポリマー（Ｓｏｌ
ｖａｙ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ）、例えばＲ－５０００、Ｒ－５１００、Ｒ－５５００、Ｒ－
５８００およびＲ－５９００などである。ポリフェニルスルホンは、重量基準で、約５０
重量％～約８５重量％、約６０重量％～約８０重量％、または約７０重量％～約７５重量
％の量で、フィルム形成組成物中に存在する。
【００１４】
　好適なポリエーテルイミドは、ポリフェニルスルホン、溶媒および他の試薬と容易に混
和性である。故に、官能基、例えばスルホニル基を含むポリエーテルイミドは、対象とす
るフィルムに有用であり得る。ポリエーテルイミドの市販例は、ＥＸＴＥＭ（登録商標）
樹脂（Ｓａｂｉｃ）、例えばＸＨ１００５およびＸＨ１０１５、またはＵＬＴＥＭ（登録
商標）樹脂（Ｂｏｅｄｅｋｅｒ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ）、例えば１０００である。ポリエー
テルイミドは、重量基準で、約５重量％～約３０重量％、約７．５重量％～約２５重量％
、または約１０重量％～約２０重量％の量でフィルム形成組成物中に存在する。
【００１５】
　ポリフェニルスルホンおよびポリエーテルイミドを含むフィルム形成組成物は、場合に
より、表面均一性、平滑性などを向上させるためにポリシロキサン界面活性剤を含むこと
ができる。好適な例としては、ヒドロキシル化されることができるポリエーテルおよび／
またはポリエステル変性ポリジメチルシロキサン、またはシリコーン変性ポリアクリレー
トが挙げられる。市販のシリコーン界面活性剤の例としては、ＢＹＫ（登録商標）添加剤
、例えば３１０、３３０、３３３、３４４、３７０および３７５、およびＢＹＫ（登録商
標）－ＳＩＬＣＬＥＡＮ３７００、３７１０および３７２０が挙げられる。
【００１６】
　ポリシロキサン界面活性剤は、重量基準で、約０．０１重量％～約０．１重量％、約０
．０３重量％～約０．０７重量％、約０．０４重量％～約０．０６重量％、または約０．
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０５重量％の量でフィルム形成組成物中に存在し得る。
【００１７】
　転写部材またはデバイスは、一般に画像を保持するように予定された表面が低表面エネ
ルギーを有するようなもの、すなわち水による湿潤性によって表されるような水滴に対し
て約７０°以上または少なくとも約７０°の接触角を有する、分散した電気伝導性剤を含
む材料である。用語「水による湿潤性」とは、本明細書で使用される場合、試料としての
表面層を構成する材料の、水滴に対する接触角を示すことを意味する。
【００１８】
　電気的特性、例えば表面およびバルク抵抗率、誘電率および放電を調節するために、電
気的特性を調節する材料を基材または基材の表面層に添加できる。一般に、電気的特性を
調節する材料は、フィルムの所望の抵抗率に基づいて選択できる。伝導性経路の数がパー
コレーション閾値を常に十分上回り、それによって抵抗率の極端な変動を避けるように、
電気的特性を調節する材料を高体積画分または充填で使用できる。組成物のパーコレーシ
ョン閾値は、分散した相の体積濃度であり、その濃度未満では粒子と粒子との接触が非常
に少ないので連結した領域が小さい。パーコレーション閾値よりも高い濃度では、連結さ
れた領域がフィルムの体積を超えるのに十分大きく、例えば浸透プロセスにおける密度の
作用が議論されているＳｃｈｅｒ　ｅｔ　ａｌ．，Ｊ　Ｃｈｅｍ　Ｐｈｙｓ，５３（９）
３７５９－３７６１，１９７０を参照のこと。
【００１９】
　電気的特性を調節する材料の粒子形状は、体積充填に影響を及ぼし得る。体積充填は、
粒子が、例えば球状、円形、不規則状、回転楕円体、海綿状、角状またはフレークもしく
は葉状の形態であるかどうかに依存し得る。高いアスペクト比を有する粒子は、相対的に
低いアスペクト比を有する粒子と同程度の高い充填を必要としない。相対的に高いアスペ
クト比を有する粒子は、フレークおよび葉状を含む。相対的に低いアスペクト比を有する
粒子は、球状および円形粒子である。
【００２０】
　パーコレーション閾値は、実際、充填物のアスペクト比に依存して数体積％の範囲内で
ある。いずれかの特定粒子の抵抗率に関して、コーティングされたフィルムの抵抗率は、
層中の抵抗性粒子の体積画分を変更することによって約１桁にわたって変動させることが
できる。体積充填における変動により、抵抗率の微細な調整が可能である。
【００２１】
　抵抗率は、個々の粒子のバルク抵抗率および支持体または層における粒子の体積画分に
対しておおよそ線形で変動する。２つのパラメータは独立に選択できる。いずれかの特定
粒子の抵抗率に関して、強化部材の抵抗率は、粒子の体積画分を変更することによってお
おまかに１桁にわたって変動できる。粒子のバルク抵抗率は、好ましくは、部材に所望さ
れるバルク抵抗率より最大３桁まで下げて選択される。粒子が支持体または層とパーコレ
ーション閾値を超える量で混合される場合、得られた強化部材の抵抗率は、充填の増大に
比例して低下し得る。最終抵抗率の微細な調整は、こうした抵抗率の比例する増大に基づ
いて制御されてもよい。
【００２２】
　材料のバルク抵抗率は、材料の固有特性であり、均一な断面のサンプルから決定できる
。バルク抵抗率は、こうしたサンプルの抵抗に、断面積を乗じ、サンプルの長さで除した
ものである。バルク抵抗率は、適用される電圧によりある程度変動し得る。
【００２３】
　表面またはシート抵抗率（オーム／平方、Ω／□と表される）は、こうした測定基準が
材料の厚さおよび材料表面の汚染、例えば凝縮湿分による汚染に依存するので、材料の固
有の特性ではない。表面作用がごくわずかであり、バルク抵抗率が等方性である場合、表
面抵抗率は、バルク抵抗率を強化部材厚さで除したものである。フィルムの表面抵抗率は
、フィルム表面上にある２つの平行接点間の抵抗率を測定することによってフィルムの厚
さを知ることなく測定できる。平行接点を用いて表面抵抗率を測定する場合、末端作用が
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大きな誤差を生じないように接点ギャップより数倍長い接点長さを使用する。表面抵抗率
は、測定された抵抗率に接点長さ対ギャップ比を乗じたものである。
【００２４】
　粒子は、得られる部材の所望のバルク抵抗率よりもわずかに低いバルク抵抗率を有する
ように選択できる。電気的特性を調節する材料としては、顔料、四級アンモニウム塩、炭
素、染料、伝導性ポリマーなどが挙げられるが、これらに限定されない。
【００２５】
　対象とするカーボンブラック粒子は、約１０ｎｍ～約３０ｎｍ、約１２ｎｍ～約２５ｎ
ｍ、または約１５ｎｍ～約２０ｎｍの粒子直径を有するものである。対象とするカーボン
ブラックは、約１００ｍ２／ｇ～約６００ｍ２／ｇ、約２００ｍ２／ｇ～約５００ｍ２／
ｇ、または約３００ｍ２／ｇ～約４００ｍ２／ｇのＢＥＴ表面積を有するものである。対
象とするカーボンブラックは、約１ｍｌ／ｇ～約７ｍｌ／ｇ、約１．５ｍｌ／ｇ～約６ｍ
ｌ／ｇまたは約２ｍｌ／ｇ～約５ｍｌ／ｇのＤＢＡ吸収値を有する。市販のカーボンブラ
ックの例は、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ４、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ５、Ｃｏｌｏ
ｒ　ＢｌａｃｋＦＷ１、Ｃｏｌｏｒ　ＢｌａｃｋＦＷ２またはＣｏｌｏｒ　ＢｌａｃｋＦ
Ｗ２００（Ｅｖｏｎｉｋ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ）である。
【００２６】
　電気的特性を調節する材料、例えばカーボンブラックは、支持体または層の総重量の約
１重量％～約２５重量％、支持体または層の総重量の約７重量％～約２０重量％、または
約１０重量％～約１５重量％の範囲の量で添加されてもよい。
【００２７】
　また、カーボンブラックシステムは、層を伝導性にするために使用できる。これは、複
数種のカーボンブラック、すなわち、例えば、異なる粒子幾何学形状、抵抗率、化学作用
、表面積および／またはサイズを有するカーボンブラックを用いることによって達成され
得る。また、１種類のカーボンブラックまたは複数種のカーボンブラックを、他の非カー
ボンブラック伝導性充填剤と共に使用できる。
【００２８】
　複数種のカーボンブラックを用いる例としては、それぞれが他のカーボンブラックとは
異なる少なくとも１つの特徴を有し、構造化ブラック、例えば急勾配な抵抗率の傾きを有
するＶＵＬＣＡＮ（登録商標）ＸＣ７２と、低構造カーボンブラック、例えば増大した充
填剤充填で抵抗率が低いＲＥＧＡＬ２５０Ｒ（登録商標）との混合が挙げられる。所望の
状態は、２種のカーボンブラックの組み合わせであり、これが、相対的に低いレベルの充
填剤充填にて均衡がとれ制御された伝導率を与え、機械的特性を改善できる。
【００２９】
　混合カーボンブラックの別の例は、球状、フレーク、小板状、繊維、ウィスカーまたは
長方形の粒子形状を有するカーボンブラックまたはグラファイトと、異なる粒子形状を有
するカーボンブラックまたはグラファイトとを組み合わせて使用するものであり、良好な
充填剤パッキングを得て、こうして良好な伝導率を得る。例えば、球状形状を有するカー
ボンブラックまたはグラファイトは、小板形状を有するカーボンブラックまたはグラファ
イトと共に使用できる。カーボンブラックまたはグラファイト繊維と球体との比は約３：
１であることができる。
【００３０】
　同様に、相対的に小さい粒径のカーボンブラックまたはグラファイトと共に相対的に大
きい粒径のカーボンブラックまたはグラファイトとの使用により、より小さい粒子がポリ
マー基材のパッキング空隙領域に配向されることができ、粒子接触を改善する。例として
、約１μｍ～約１００μｍまたは約５μｍ～約１０μｍの相対的に大きな粒径を有するカ
ーボンブラックは、約０．１μｍ～約１μｍまたは約０．０５μｍ～約０．１μｍの粒径
を有するカーボンブラックと共に使用できる。
【００３１】
　別の実施形態において、カーボンブラックの混合物は、約３０ｍ２／ｇ～約７００ｍ２



(6) JP 5711161 B2 2015.4.30

10

20

30

40

50

／ｇのＢＥＴ表面積を有する第１のカーボンブラックと、約１５０ｍ２／ｇ～約６５０ｍ
２／ｇのＢＥＴ表面積を有する第２のカーボンブラックとを含むことができる。
【００３２】
　また、抵抗率の組み合わせを使用して、充填剤充填に関して抵抗率変化を小さくできる
。例えば、約１０３～約１０７ｏｈｍｓ－ｃｍの抵抗率を有するカーボンブラックまたは
他の充填剤と組み合わせて使用される約１０－１～約１０３ｏｈｍｓ－ｃｍまたは約１０
－１～約１０２ｏｈｍｓ－ｃｍの抵抗率を有するカーボンブラックまたは他の充填剤が使
用できる。
【００３３】
　カーボンブラックに加えて他の充填剤が、ポリマー、樹脂またはフィルム形成組成物に
添加でき、これらに分散できる。好適な充填剤としては、金属酸化物；窒化物；炭化物；
複合金属酸化物；雲母；これらの組み合わせが挙げられる。任意の充填剤は、ポリマー／
混合カーボンブラックコーティング中に、約２０重量％～約７５重量％の総固形分、また
は約４０重量％～約６０重量％の総固形分の量で存在できる。
【００３４】
　コーティング層の抵抗率は、約１０７～約１０１３Ω／□、約１０８～約１０１２Ω／
□または約１０９～約１０１１　Ω／□であることができる。
【００３５】
　別の実施形態において、層は、約１μｍ～約１０μｍまたは約４μｍ～約７μの誘電厚
さを有する。
【００３６】
　コーティングの硬度は、約８５ＳｈｏｒｅＡ未満、約４５ＳｈｏｒｅＡ～約６５Ｓｈｏ
ｒｅＡ、または約５０ＳｈｏｒｅＡ～約６０ＳｈｏｒｅＡであることができる。
【００３７】
　別の実施形態において、表面は、少なくとも約６０°、少なくとも約７５°、少なくと
も約９０°、または少なくとも約９５°の水接触角を有することができる。
【００３８】
　転写部材は、当該技術分野において既知の方法を用いて調製できる。ポリフェニルスル
ホンおよびポリエーテルイミド組成物は、分散機または混合容器中にて構成成分を好適な
溶媒中に混合し、分散させることによって調製され、次いでフォーム、マンドレルまたは
モールド、例えば樹脂、ガラス、セラミック、ステンレススチールなどから製造されるも
のに、例えば液体および乾燥粉末スプレーコーティング、フローコーティング、ロールコ
ーティング、浸漬スピンコーティング、浸漬コーティング、線巻ロッドコーティング、流
動床コーティング、粉末コーティング、静電噴霧、超音波噴霧、ブレードコーティングな
どのような迅速な方法を用いて適用される。コーティングが噴霧によって適用される場合
、噴霧は、機械的および／または電気的に、例えば静電噴霧によって補助できる。独特ま
たは限定的装置を最小限にする本質的な適用方法は、拡張性であり、迅速であり、対象と
する可撓性部材を製造するために使用されるものである。
【００３９】
　フィルムは、好適な温度にて乾燥および／または硬化でき；次いでフォーム、マンドレ
ルまたはモールドから取り除かれる。
【００４０】
　フィルムは、シームレスであることができ、または当該技術分野において既知のように
シームされた部材を製造するために作用させることができる。
【実施例】
【００４１】
実施例１
　７５／１０／１５／０．０５の重量比のＲＡＤＥＬ（登録商標）Ｒ－５０００ＮＴ（Ｓ
ｏｌｖａｙ）、ＥＸＴＥＭ（登録商標）ＸＨ－１００５（Ｓａｂｉｃ）、Ｓｐｅｃｉａｌ
　Ｂｌａｃｋ４カーボンブラック（Ｅｖｏｎｉｋ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ）およびＢＹＫ
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３３３を、Ｎ－メチル－２－ピロリドンに溶解し、摩砕機中でブレンドした。混合後、溶
液をステンレススチールの基材上にコーティングし、乾燥させ、硬化させた。
【表１】

【００４２】
比較例１
　８５／５／０．００５の重量比のＲＡＤＥＬ（登録商標）Ｒ－５０００ＮＴ（Ｓｏｌｖ
ａｙ）、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ４カーボンブラック（Ｅｖｏｔｉｋ　Ｉｎｄｕｓｔ
ｒｉｅｓ）およびＢＹＫ３３３を、Ｎ－メチル－２－ピロリドンに溶解し、摩砕機中でブ
レンドした。混合後、溶液を１０－ｍｉｌのＢｉｒｄバーを用いてステンレススチールの
基材上にコーティングし、乾燥し、硬化した。
【００４３】
実施例２
　実施例１および比較例１のＩＴＢは、当該技術分野において既知の材料および方法を用
いて種々の特性について試験した。結果を上記表に示す。
【００４４】
　２つのフィルムは、表面抵抗率が匹敵する値を有していた。しかし、ポリエーテルイミ
ドを含有するＩＴＢの引裂抵抗は、ポリフェニルスルホン単独を含有するＩＴＢの場合よ
りも４０％超過で改善される。さらに、ポリエーテルイミドを含有するＩＴＢのヤング率
は、ポリフェニルスルホン単独を含有するＩＴＢの場合よりも１０％超過で改善され、ポ
リエーテルイミドを含有するＩＴＢのＣＴＥは、ポリフェニルスルホン単独を含有するＩ
ＴＢの場合より２５％超過で低下する。
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